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来
た
る
3
月
16
日
に
天
台
宗
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
が
総
結
願

を
迎
え
る
。
平
成
よ
り
元
号
を
跨
ぎ
執
り
行
わ
れ
た
期
間
中
は
、

各
教
区
、
檀
信
徒
ご
尽
力
の
も
と
天
台
宗
と
総
本
山
延
暦
寺
が
手

を
取
り
合
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
の
度
の
祖
師
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
平
成
25
年
御

祥
当
の
慈
覚
大
師
一
千
百
五
十
年
御
遠
忌
、
平
成
28
年
の
恵
心
僧

都
一
千
年
御
遠
忌
と
伝
教
大
師
御
生
誕
一
千
二
百
五
十
年
、
平
成

29
年
の
相
応
和
尚
一
千
百
年
御
遠
忌
、
そ
し
て
令
和
3
年
の
伝
教

大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
で
あ
る
。

大
法
会
の
当
初
の
予
定
は
、
令
和
3
年
ま
で
の
会
期
で
あ
っ
た

が
、
全
世
界
を
脅
か
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
本
全
国
に

も
感
染
拡
大
し
、
結
果
1
年
間
の
延
期
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
11
年
間
に
は
、
印
象
深
い
出
来
事

が
多
く
挙
げ
ら
れ
る
。
平
成
24
年
、
消
費
増
税
法
の
成
立
、
平
成

26
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
は
日
本
が
歴
史
的
勝
利
を
挙
げ
た
。
平

成
31
年
に
は
、
憲
政
史
上
初
と
な
る
譲
位
で
の
皇
位
継
承
が
行
わ

れ
、
元
号
が
「
令
和
」
と
な
っ
た
。
令
和
2
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
全
国
を
襲
い
、
同
年
4
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
各
地
で
発
令
さ
れ
、
延
暦
寺
も
閉
堂
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

先
に
挙
げ
た
出
来
事
の
他
に
も
、
大
雨
や
台
風
と
い
っ
た
自
然

災
害
が
各
地
で
頻
発
、
平
成
30
年
に
は
台
風
21
号
が
比
叡
山
を
襲

い
延
暦
寺
研
修
道
場
居
士
林
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。

記
憶
に
新
し
い
の
は
、「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

35
周
年
の
式
典
の
さ
な
か
、
突
如
叡
山
全
体
を
雷
雨
が
襲
っ
た
時

の
こ
と
だ
。
打
ち
付
け
る
雨
脚
、
激
し
く
雷
鳴
轟
く
中
、
大
樹
孝

啓
天
台
座
主
猊
下
は
そ
れ
ら
を
「
神
仏
の
激
励
」
と
言
い
表
さ
れ

た
。
猊
下
の
ご
機
転
に
感
銘
を
覚
え
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
お

言
葉
か
ら
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
へ
と
転
換
す
る
大
切
さ
を
心
に
刻

ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
大
法
会
期
間
中
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ

と
の
連
続
だ
っ
た
が
、
視
点
を
転
換
し
て
み
る
と
、
日
々
当
た
り

前
に
過
ご
せ
て
い
た
事
の
有
難
さ
、
周
り
の
方
々
と
の
絆
を
よ
り

一
層
強
く
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

大
法
会
は
結
願
と
な
る
が
、
関
連
事
業
と
な
る
「
国
宝
根
本
中

堂
大
改
修
」
は
、
落
慶
に
向
け
工
期
を
延
長
し
更
に
5
年
間
工
事

が
続
い
て
い
く
。
ま
た
間
も
な
く
伝
教
大
師
の
得
度
受
戒
一
千
二

百
五
十
年
も
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
伝
教
大
師
の
み
教
え
、
そ
し

て
そ
の
象
徴
で
あ
る
「
不
滅
の
法
燈
」
を
後
世
に
適
切
な
形
で
伝

え
る
た
め
に
、今
後
も
気
を
引
き
締
め
な
が
ら
歩
み
を
進
め
た
い
。

令
和
5
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

真
の
心
を
開
き
発
こ
す

比
叡
山
１
面

０
３
０
８
０
１

井
❶
井
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岡
❸
井
❹
井
❺
井

ご
購
読
は
延
暦
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ママイイナナススををププララススへへとと転転換換すするる
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根本中堂にて読経される大樹孝啓天台座主猊下
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初代国立劇場
さよなら公演

場
内
に
響
く
天
台
声
明
の
調
べ

日
吉
大
社
で
の
神
前
法
要
を
再
現

春
の
訪
れ
を
予
感
す
る
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
２
月
２５
日
、
国
立
劇
場
（
東
京
都
千
代
田
区
・
独
立
行
政
法

人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
�
河
村
潤
子
理
事
長
）
大
劇
場
に
お
い
て
、
比
叡
山
延
暦
寺
を
始
め
と
し
た
天
台

宗
の
僧
侶
出
仕
の
も
と
、
初
代
国
立
劇
場
さ
よ
な
ら
公
演
「
比
叡
山
延
暦
寺
の
神
前
法
要

日
吉
大
社
の
山

王
礼
拝
講
」と
題
し
た
声
明
公
演
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
今
般
は
、
公
演
の
詳
細
を
報
告
す
る
と
共
に
、

延
暦
寺
と
山
王
総
本
宮
日
吉
大
社（
大
津
市
・
馬
渕
直
樹
宮
司
）の
不
離
一
体
の
象
徴
で
あ
る
論
義
法
要「
山

王
礼
拝
講
」
と
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
仏
教
音
楽
「
声
明
」
を
紹
介
す
る
。

優
雅
な
音
調
の
天
台
声
明

儀
礼
に
導
入
さ
れ
た
仏
教
音
楽

声
明
と
は
仏
教
の
法
要
で

唱
え
ら
れ
る
声
楽
曲
で
、
通

常
聞
き
覚
え
の
あ
る
読
経
と

は
異
な
り
抑
揚
や
リ
ズ
ム
、

旋
律
を
も
っ
て
唱
え
ら
れ
る

仏
教
音
楽
の
こ
と
を
云
う
。

我
が
国
で
は
仏
教
伝
来
と
共

に
そ
の
儀
礼
に
導
入
さ
れ
、

奈
良
時
代
に
は
東
大
寺
の
大

仏
の
開
眼
供
養
で
大
規
模
に

声
明
の
法
要
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
に
な
っ
て
伝
教

大
師
、
弘
法
大
師
ら
が
留
学

僧
と
し
て
新
た
に
唐
の
仏
教

儀
礼
を
学
ば
れ
、
特
に
慈
覚

大
師
は
、
本
格
的
に
比
叡
山

に
中
国
唐
の
音
曲
を
伝
え
ら

れ
た
。

平
安
末
期
に
は
、
融
通
念

仏
宗
の
開
祖
で
も
あ
る
良
忍

上
人
が
、
京
都
大
原
に
お
い

て
天
台
声
明
の
伝
承
を
集
大

成
し
、鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、

声
明
の
楽
理
な
ど
の
研
究
が

進
ん
だ
。
鎌
倉
新
仏
教
の
各

宗
祖
が
比
叡
山
か
ら
多
く
輩

出
さ
れ
た
こ
と
が
所
以
と
な

り
、
各
宗
派
の
仏
教
儀
礼
に

お
け
る
声
明
も
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
流
れ
を
汲
み
な
が
ら
独
自

の
伝
承
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
、
声
明
は
僧
侶
だ
け

の
伝
承
で
は
な
く
、
後
白
河

法
皇
や
室
町
幕
府
第
三
代
将

軍
足
利
義
満
公
な
ど
も
天
台

声
明
の
達
者
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
民
間
へ
伝
承
さ
れ

た
後
に
は
日
本
独
自
の
平
曲

や
浄
瑠
璃
な
ど
を
生
み
出
す

母
体
と
も
な
っ
た
。

天
台
声
明
は
ゆ
っ
た
り
と

し
た
音
調
で
、
平
安
の
王
朝

文
化
を
思
わ
せ
る
優
雅
さ
が

そ
の
特
徴
と
い
わ
れ
る
。「
男

性
的
」
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
と

い
う
真
言
宗
の
声
明
に
比
べ

て
「
女
性
的
」、
ま
た
天
台

寺
門
宗
の
「
怒
り
節
」
に
対

し
て
は
「
泣
き
節
」
と
も
称

さ
れ
る
。

そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に

「
ユ
リ
」
と
い
う
旋
律
が
あ

り
、
波
の
よ
う
に
浅
く
な
め

ら
か
に
或
い
は
深
く
力
強
く

音
を
上
下
さ
せ
る
旋
律
で
聴

く
人
を
う
っ
と
り
と
し
た
気

持
ち
に
さ
せ
る
。し
か
し「
ユ

リ
、
キ
リ
三
年
」
と
い
う
言

葉
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
大
変

難
し
く
、
時
間
を
か
け
て
習

得
が
な
さ
れ
る
。

神
前
法
要「
山
王
礼
拝
講
」

神
仏
不
離
一
体
の
象
徴

比
叡
に
新
緑
が
萌
ゆ
る
毎

年
５
月
２６
日
、
山
麓
の
山
王

総
本
宮
日
吉
大
社
西
本
宮
で

は
、
拝
殿
に
八
講
壇
が
特
設

さ
れ
、
優
雅
な
天
台
声
明
と

と
も
に
３
時
間
に
も
わ
た
る

本
格
的
な
講
経
論
義
法
要
が

神
前
で
厳
修
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
法
要
は
「
山
王
礼
拝

講
」
と
呼
ば
れ
、
延
暦
寺
一

山
住
職
の
若
手
が
出
仕
す
る

重
要
な
法
要
で
、
現
在
に
お

い
て
山
王
の
神
々
の
御
前
に

て
完
全
な
形
の
法
華
八
講
を

伝
承
す
る
非
常
に
珍
し
い
法

要
と
さ
れ
る
。

伝
承
に
よ
る
と
そ
の
起
こ

り
は
、
１１
世
紀
前
半
に
日
吉

社
周
辺
の
樹
木
が
枯
れ
た
こ

と
を
「
修
行
を
怠
る
比
叡
山

の
僧
侶
に
対
し
て
日
吉
の
神

様
が
戒
め
た
も
の
」と
考
え
、

こ
れ
を
悔
い
改
め
た
僧
侶
が

神
前
に
て
修
学
の
研
鑽
を
披

露
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
。
ま
た
比
叡
山
に
残
る

資
料
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
山

内
で
、
諸
堂
の
勤
行
を
遂
行

す
る
堂
衆
と
教
学
研
鑽
を
旨

と
す
る
学
生
と
の
武
力
闘
争

「
行
学
合
戦
」
等
の
抗
争
が

頻
発
し
、
そ
れ
に
頭
を
悩
ま

せ
た
後
の
第
６８
、
７２
代
天
台

座
主
承
円
（
１
１
８
０
〜
１

２
３
６
）が
、
承
元
２
年（
１

２
０
８
）、
日
吉
社
の
下
殿

で
百
ヵ
日
の
参
籠
を
奉
修
し

た
こ
と
を
始
ま
り
と
伝
え

る
。
ど
ち
ら
の
説
も
悪
僧
否

定
と
教
学
振
興
の
再
興
を
願

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
、
山
王
礼
拝
講
は
僧
風
の

刷
新
を
期
待
し
て
始
修
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

山
王
礼
拝
講
は
、
八
巻
に

軸
装
さ
れ
た
天
台
宗
の
根
本

経
典
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
講

義
す
る
「
法
華
八
講
」
を
も

っ
て
執
り
行
わ
れ
る
が
、
そ

の
歴
史
は
古
く
、
延
暦
１５
年

（
７
９
６
）、
石
淵
寺
の
勤

操
が
４
日
間
に
亘
っ
て
法
華

経
を
講
説
し
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
る
。

法
要
で
注
目
す
べ
き
は
講

義
を
行
う
「
講
師
」
に
対
し

て
、「
問
者
」
が
質
問
し
、

再
び
「
講
師
」
が
答
え
る
と

い
う
質
疑
応
答
の
場
面
で
あ

る
。こ

れ
は
、「
論
義
」
と
呼

ば
れ
る
形
式
で
、
僧
侶
が
問

答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
仏
教

学
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

最
大
の
目
標
と
し
て
い
る
。

比
叡
山
で
は
法
華
大
会
を
始

め
、
長
講
会
等
多
く
の
論
義

法
要
が
み
ら
れ
、
比
叡
山
を

表
す
四
文
字
「
論
湿
寒
貧
」

の
「
論
」
と
は
、
こ
の
論
義

の
盛
ん
で
あ
る
様
を
表
し
た

も
の
と
さ
れ
る
。

中
世
よ
り
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
山
王
礼
拝
講

は
、
明
治
初
頭
の
神
仏
分
離

令
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
廃
仏
毀
釈
の

た
め
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
以
降
は
近
く
の
讃

仏
堂
と
い
う
堂
舎
を
使
用
し

て
修
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
が
、
戦
後
と
な
り
日

吉
大
社
と
比
叡
山
の
不
離
一

体
の
象
徴
と
し
て
再
び
西
本

宮
へ
と
場
所
を
戻
し
現
在
も

古
式
ゆ
か
し
く
伝
承
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

西本宮拝殿での礼拝講奉修

神仏分離後も守り続けられた
西本宮下殿

声明を唱えると共に華（樒）を撒き神仏にお供えする

声
明
公
演「
山
王
礼
拝
講
」始
ま
る

優
雅
な
旋
律
に
引
き
込
ま
れ
る
聴
衆

国
立
劇
場「
あ
ぜ
く
ら
」

一之座での問答往復

今
般
の
公
演
が
開
催
さ
れ

る
国
立
劇
場
は
、
奈
良
時
代
を
代
表
す
る
文
化
遺
産
、
奈

良
東
大
寺
正
倉
院
の
「
校
倉

創
り
」
を
モ
チ
ー
フ
に
建
築

さ
れ
た
も
の
で
、
威
風
堂
々

と
し
た
風
貌
で
あ
る
。

国
立
劇
場
と
比
叡
山
延
暦

寺
は
深
い
ご
縁
で
結
ば
れ
て

お
り
、
昭
和
４１
年
の
第
一
回

こ
け
ら
落
と
し
公
演
で
は
、

そ
れ
ま
で
門
外
不
出
で
あ
っ

た
延
暦
寺
の
法
儀
音
律
が
初

め
て
世
に
出
さ
れ
、
多
く
の

人
々
の
心
の
奥
深
く
に
仏
教

の
伝
承
が
浸
透
さ
れ
た
こ
と

が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

公
演
は
、
午
後
２
時
か
ら

予
定
さ
れ
、
開
演
４５
分
前
に

始
ま
っ
た
開
場
に
は
、
す
で

に
観
客
が
列
を
な
し
て
待
機

し
て
い
た
。

開
演
１０
分
前
、
大
劇
場
の

１
５
０
０
を
超
え
る
座
席
は

ほ
と
ん
ど
全
て
が
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。
劇
場
内
の
ラ
イ
ト

が
落
と
さ
れ
る
と
辺
り
は
水

を
打
っ
た
よ
う
に
静
ま
り
、

皆
息
を
呑
ん
で
公
演
開
始
を

待
ち
の
ぞ
む
。

堂
内
で
唱
え
ら
れ
る
声
明

（
山
家
会
曼
荼
羅
供
に
て
）
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大
神
お
迎
え
し
礼
拝
講
を
厳
修

舞
台
上
の
照
明
が
仄
か
に

明
る
く
な
る
と
、
水
尾
寂
芳

延
暦
寺
執
行
が
舞
台
袖
よ
り

入
場
。
神
仏
が
一
体
と
な
っ

た
伝
統
法
要
を
聴
衆
に
紹
介

で
き
る
喜
び
と
少
し
の
緊
張

を
面
持
ち
に
表
わ
し
な
が
ら

挨
拶
し
、
丁
寧
に
法
要
の
解

説
を
行
っ
た
。

沈
黙
の
な
か
舞
台
へ
続
く

花
道
を
日
吉
大
社
の
須
原
紀

彦
禰
宜
と
同
社
神
職
を
先
頭

に
、
朱
傘
を
差
さ
れ
た
藤
光

賢
探
題
大
僧
正
が
入
場
さ

れ
、
後
に
は
比
叡
山
延
暦
寺

並
び
に
天
台
宗
僧
侶
が
静
々

と
行
道
し
な
が
ら
続
い
た
。

舞
台
へ
の
入
場
で
は
、
実
際

の
法
要
奉
修
の
際
に
「
僧
侶

が
山
上
か
ら
一
目
散
に
大
宮

（
西
本
宮
）
へ
と
駆
け
付
け

楼
門
前
に
て
足
を
濯
い
だ
」

し
と
う
ず

と
の
伝
承
に
伴
う
「
襪
の
化

儀
」
が
再
現
さ
れ
、
同
社
の

拝
殿
を
再
現
し
た
舞
台
に
全

員
が
着
座
し
て
、
声
明
公
演

「
山
王
礼
拝
講
」
が
始
ま
っ

た
。舞

台
上
で
は
俗
世
間
の
穢

れ
を
祓
い
浄
め
る
「
修
祓
の

儀
」
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の

後
神
職
に
よ
り
大
宮
本
殿
の

主
祭
神
で
あ
る
山
王
の
大
神

お
お
な
む
ち
の
か
み

（
大
己
貴
神
）
に
供
物
を
献

上
す
る
儀
式「
献
饌
の
儀
」、

続
い
て
大
神
を
称
え
そ
の
御

威
光
を
耀
か
す
「
祝
詞
」
が

奏
上
さ
れ
た
。

大
神
の
御
威
光
に
よ
っ
て

浄
め
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
静

寂
の
会
場
の
な
か
、
舞
台
上

で
は
講
師
と
読
師
が
八
講
壇

へ
と
登
壇
し
一
之
座
が
始
ま

っ
た
。
法
要
は
「
唄
」、「
散

華
」
に
て
華
や
か
に
声
明
が

唱
え
ら
れ
「
表
白
」
へ
と
続

き
、
講
師
を
勤
め
る
延
暦
寺

一
山
恵
雲
院
清
原
徹
雄
住
職

に
よ
り
「
国
立
劇
場
に
大
権

現
を
迎
え
日
吉
の
社
と
な

し
」と
宣
言
さ
れ
た
う
え
で
、

大
神
に
礼
拝
講
の
論
義
法
要

が
永
遠
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
が
願
わ
れ
た
。
そ
の

後
「
問
答
往
復
」
に
て
実
際

の
神
前
法
要
が
忠
実
に
再
現

ご
う
ぎ

そ
え
ぎ

さ
れ
、「
業
義
」「
副
義
」
の

二
つ
の
問
答
を
同
時
に
論

義
、
藤
探
題
に
よ
る
ご
精
義

の
お
言
葉
を
も
っ
て
第
一
部

は
幕
を
閉
じ
た
。

名
手
が
揃
い
声
明
唱
え
る
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問
答
を
ご
精
義
さ
れ
る
藤
探
題

こ
の
た
び
は
、
初
代
国

立
劇
場
さ
よ
な
ら
公
演
に

ご
出
演
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
立
劇
場
の
声
明
公
演

は
、
現
在
非
常
に
人
気
の

高
い
公
演
と
し
て
、

お
客
様
に
ご
愛
顧
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
比
叡
山
延
暦
寺

様
に
第
一
回
声
明
公

演
へ
ご
出
演
を
賜

り
、
そ
の
基
礎
を
築
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
て

い
た
も
の
を
舞
台
上
で
公

演
と
し
て
ご
披
露
い
た
だ

く
こ
と
に
つ
い
て
、
天
台

宗
法
儀
音
律
研
究
所
の
中

山
玄
雄
大
僧
正
・
天
台
真

盛
宗
法
儀
音
律
研
修
所
の

片
岡
義
道
大
僧
正
は
じ

め
、
多
数
の
皆
様
の
ご
助

力
に
よ
り
実
現
し
、
現
在

ま
で
続
け
て
来
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
公
演
に
は
、
第

一
回
公
演
に
も
ご
出
演
さ

れ
た
僧
侶
の
方
々
の
お
弟

子
さ
ん
方
に
も
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
立

劇
場
は
こ
の
十
月
を
も
っ

て
閉
場
し
、
六
年
に
わ
た

る
建
て
替
え
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
日
本
が

誇
る
す
ば
ら
し
い
伝
統
芸

能
の
数
々
を
、
よ
り
多
く

の
お
客
様
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
、
未
来
へ
と
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
に
、
役

職
員
一
同
、
さ
ら
に
努
力

と
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
延

暦
寺
様
に
は
、
末
永
く
国

立
劇
場
に
お
付
き
合
い
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

伝
統
芸
能
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

理
事
長

河
村
潤
子

伽陀の音律で自然の再生を祈る

休
憩
を
挟
ん
だ
第
二
部
は

五
之
座
か
ら
勤
め
ら
れ
、
行

道
等
の
動
き
を
伴
う
第
一
部

と
は
ひ
と
味
違
っ
た
進
行
に

聴
衆
は
見
入
っ
た
。「
エ
ン

バ
イ
」
な
ど
の
手
法
を
駆
使

し
抑
揚
を
つ
け
て
唱
え
ら
れ

る
声
明
の
旋
律
は
、
劇
場
内

を
優
雅
で
心
地
よ
く
も
力
強

く
響
き
わ
た
っ
た
。
ま
た
、

通
常
の
山
王
礼
拝
講
で
は
浅

臈
の
若
手
住
職
や
、
未
だ
住

職
を
拝
命
し
て
い
な
い
籠
山

修
行
中
の
僧
侶
に
よ
っ
て
勤

し
ま
れ
る
法
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
唱
え
ら
れ
る
声
明
は

声
量
豊
か
な
で
実
直
、
力
強

さ
を
特
徴
と
す
る
が
、
声
明

の
名
手
が
揃
い
出
仕
し
た
今

般
の
公
演
は
、
流
暢
で
律
動

の
強
弱
が
こ
な
れ
、
耳
に
慣

れ
た
も
の
で
も
す
っ
か
り
聞

き
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ

た
。公

演
が
八
之
座
へ
と
進
む

に
つ
れ
観
客
は
す
っ
か
り
声

明
の
音
色
に
引
き
込
ま
れ
、

魅
了
さ
れ
て
い
く
。
本
来
の

屋
外
の
拝
殿
か
ら
比
叡
山
に

木
霊
す
る
声
明
に
比
べ
て
、

劇
場
の
音
響
は
耳
と
心
に
余

韻
を
残
す
も
の
だ
っ
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え

公
演
は
、
ゆ
っ
く
り
と
法

要
の
終
了
を
意
味
す
る

「
撤
饌
の
儀
」を
迎
え
、
そ

の
後
退
出
し
た
僧
侶
は
拝

殿
の
左
右
へ
と
整
列
し
た
。

伝
承
で
は
論
義
を
終
え

た
僧
侶
が
比
叡
山
の
方
角

に
向
か
い
「
五
伽
陀
礼

拝
」
を
も
っ
て
樹
木
の
再

生
を
願
っ
た
と
残
り
、
僧

侶
は
数
珠
を
擦
り
な
が
ら

比
叡
山
に
見
立
て
た
方
角
に

祈
り
を
捧
げ
る
。
同
時
に
緞

帳
は
降
り
、
拍
手
喝
采
の
な

か
山
王
礼
拝
講
が
静
か
に
幕

を
閉
じ
た
。

公
演
を
終
え
、
聴
衆
に
感

想
を
聞
く
と
、「
感
動
し
た
。

私
た
ち
都
民
は
山
王
の
神
々

へ
の
信
仰
が
篤
い
、
ぜ
ひ
実

際
の
山
王
礼
拝
講
に
も
参
列

し
た
い
」
と
の
声
や
「
神
と

仏
が
一
緒
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
本
当
に
あ
り
が
た

い
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、
さ

よ
な
ら
公
演
と
呼
ぶ
に
相
応

し
い
内
容
と
み
な
口
を
揃
え

譛
え
た
。

解説する水尾執行神職による祝詞奏上
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